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わたしの補助具 
身体に障害を持つことで、日常生活に不便をきたすことは多々あります。しかし、身体的機能を補助

する器具が存在することはうれしい限りです。日常生活にそれらを有効的に活用することで不可能を

可能にし、ストレスのない生活ができるようになります。 
ごく一部ではありますが、これらの便利なグッズをご紹介します。 

包丁：ハンドルを押して切る

 

箸：ばねの力を利用 

 

はさみ：弱い力でも可能

 

読むべい（拡大読書器） 

 

利き手がマヒ わずかな力で作業ができる 視覚障害者用 活字の音声化 

ソックスエイド： 

靴下をはく 

 

長い爪切りばさみ 

 

リーチャー： 

ものを挟む 

 

玄関の手すり 

 

風呂ボード 

 

屈折制限のため 足先まで手が届かない グリップを握って拾う 段差のある玄関で 腰かけ体の向きを変える 

 

↑「茨城県ボッチャ選手権大会」↑ 

 場所：つくば市特別支援学校 

←茎崎第二小学校の放課後教室で

「障がい者スポーツ体験会」 
 


